
令和５年度も、校長室から日頃の「雑感」をお届けいたします。昨年度は沢山の生徒の

皆さんに校長室に来ていただきお話を伺うことができました。今年度も、感想や談話等の

内容を掲載させていただく予定ですので、ご笑覧いただけましたら幸いです。

One for all, All for one. №135

R6.3.1 「卒業証書授与式」

快晴の中、多くの来賓の皆様のご臨席を賜り、

「第６ 4回卒業書授与式」を挙行しました。
参列された皆様のご協力により、厳粛な雰囲気

まま当初の予定どおり式典を終えることができま

したことに心より感謝申し上げます。

また、卒業生の態度も素晴らしく、心に残る感

動的な卒業式でした。立派に成長した姿は保護者

の皆様の目にも眩しく映ったことと拝察します。

この学年もコロナ禍の影響により、あらゆる教育

活動が制限されてきました。思い描いていた高校生

活との乖離に苦悩する日々も多かったことと思いま

すが、立ちはだかる苦難の壁を幾つも乗り越え、最

後の最後まで学業や部活動に専念してくれました。

その粘り強い精神は、社会に出ても必ず大きな力

になるものと確信しています。

皆さんには無限の可能性があります。心の持ちよ

うで、人生をどのようにすることも可能です。常に前向きに、挑戦する心を忘れることな

く、目標の実現にむけて強い信念と意志を持って歩み続けてください。

One for all, All for one. №136

R6.3. 4 「自衛隊入隊予定者激励会」

旭川市が主催する自衛隊入隊予定者の激励会に出席してきました。

本校からも例年、防衛大、防衛医科大、一般曹候補生、自衛官候補生にそれぞれ入隊を

希望する生徒がいます。自衛官の皆さんは、国の平和や国民の生命を守り、世界的問題を

解決し、国際平和のために積極的かつ主体的に活動するなど、すべての国民のために日々

ご尽力されています。

元日に発生した能登半島地震でも、危険な状況

下、いち早く現場に駆けつけ、必死の人命救助や

物資等の供給に努められていました。

大変な職務ではありますが、何より崇高で尊い

使命を有しています。入隊予定の生徒の皆さんに

は、そのことに自信と誇りを持たれ、日々の訓練

や活動に励み、強靭な肉体といかなる状況にも動

じない精神を培っていただきたいと思います。



One for all, All for one. №137

R6.3. 5 「校内研修会」

北翔大学教授の 森 靖明氏を講師にお招きし、「生徒指導をあり方」について考える

校内研修を実施しました。

生徒指導の主眼は「生徒が自分らしく生きることができる存在へと成長する過程を支え

る」ことにあります。教師自ら生徒とのコミニケーションを積極的に図り、常に寄り添い

一緒に物事を考えていく中で、生徒主体の成長や発達を支えていく取組です。

その中で培われるあらゆる事象への理解や思慮

が、単に過ちを未然に防ぐということだけでなく、

生徒一人一人の個性や可能性を伸長し、社会的資

質や能力の発達を支えることにつながっていきま

す。

今回の研修で、生徒指導の目的が「生徒の幸福

追求と社会に受け入れられる自己実現を支える」

ことにあることを改めて再確認しました。

ご多忙な中、中身の濃い説明内容に加え、分かり易い膨大な資料まで用意していただき

ました講師の森先生には、この場をお借りし心より感謝申し上げます。


